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一一紅花紬の染色について一一
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紅花による紅染めは最も古い染色の一つで， ω00年lζ
近い歴史をもっといわれている。ミイラの麻の着衣から
検出された色素や初期メソポタミアの色壷の中から発見
された種子などがその歴史的な背最を検証している;-43
紅花 (safflower)はキク科の一年生草木 (carthamus
tinctorius L.)で，エジプト，中近東がその原産地
といわれているが，現在ではアメリカ，中国をはじめイ
ンド，エジプ卜，ぺJレシヤ，日本などの各地で裁培され
ている(写真一 1)。
写真一1 山形県最上地方で栽培された紅花
日本における紅染め(赤色IL染めるとと)は3世紀頃
まで茜の色素が使用されたが. 6世紀頃中国から，染色
法と共に伝えられた紅花が使用されるようになったIJ4)
初期の紅染めは紅花の花弁』ζ多量に含まれる黄色色素
あかざ
(safflower-yelow)を除去しないまま穫のアルカリ性
の灰汁液で紅色色素 (carthamin)を抽出し，梅酢で紅
色IL発色させたため色相が紅色より黄味をもった赤色す
なわち朱色に近くなるものと思われる。また平安時代か
ら江戸時代では紅染めの手法が進歩し，紅花からの赤色
色素の分離ゃう乙ん(ショウガ科の多年草)による下染
め法などがとり入れられているγり
しかし現在山形県米沢地方で生産されている紅花紬の
はなもち
紅染めでは紅花餅(紅花の花弁を発酵させ丸餅状にした
もの)の開発によって赤色色素抽出の効率が高まり，ま
た染法もさらに進歩して紅染め本来の柔かい美しさを生
み出している。
紅花紬は経糸lζ練生糸，緯糸』ζ練玉糸(または紬糸)
を使用した平組織の先染めの紬織物(写真2，3)で，
紅花の紅色色素，黄色色素および紅色一黄色濃合色素lζ
くすも
よる濃淡色のほか議による藍色，胡桃の樹皮，栗の果皮，
悔の樹幹などによる薄茶色の組み合わせや重ね染めが行
われ，縞，格乎縞，縞柄風ほかしなとを特徴としている。)
紅染めは化学染料には類をみない素朴で暖かい味のあ
る独特の美い、色調iζ染め上げられる特徴を有すが，そ
の反面，光，洗漆などに対する染色笠ろう性の低い点が
指摘されている。
そ乙で本研究では紅花で染色される絹製品の消費性能
を高める乙とを目的として紅花の紅色色素および黄色色
、? ， ??， ， ? 、 、
- 40ー 被 ijfl 学
写真一 2 紅花紬(走査也子顕微鏡)
写真一 4 紅花餅(山形県最上地方産)
うばい
素による絹の染色性や古くから伝わる烏梅(梅の実を煉
製Kして干した染色の媒染剤)による色止めおよび色彩
効果についても合わせて検討した。
材 料
繊維材料としては完全精練した紬用絹糸 (21dx 4本
合糸 100T/m， 70回線度糸)を使用した。
染色材料の紅花としては山形県最上地方の紅花餅，す
り花および中国産紅花(散花)などの3種を使用した。
すえつむはな
1 )紅花餅(写真-4)は末摘花(染色用lζは咲きた
てのものが適しているので，外側から中央部へ順に咲い
ていく紅花は毎日外領IJのものから摘みとられる。乙の摘
みとった紅花の新鮮な花弁のこと)から水溶性の黄色色
素をできるだけ洗い出したのち，発酵させて丸餅状にし
た染色材料で，紅色色素の含有量が高く，使用しやすい
特徴を有している;~4)
2 )すり花(写真一5)は摘みとった紅花を機械的に
2回反復してすりつぶしたのち，麻袋K入れて鍾りをか
げで黄水を除去した染色材料で，紅花餅と異なり発酵さ
せないで乾燥する:-4〉
3 )中国産紅花(散花または天竺紅，写真一 6)は摘
みとった紅花をそのまますぐ乾燥させた染色材料で，中
( 2 )
tJU1;柑|
.お.叩1t_品税対l
写真一 3 紅花手紬(走査電子顕微鏡〉
写真一5 すり花(山形県最上地方産)
国から輸入されている。
紅花の花弁Icは0.3-0.67ぢの紅色のカルタミン色素
(I)と20-30%の黄色のサフラワーイエロ一色索 (l)
とが含まれており，腕下記の構造式が推定されていr
紅染めの発色剤としては古くから鳥梅(写真ー7)が
使用されてきたが，現在では梅酢(未熟の青梅の突から
つくられた酸液)が使用される場合も多し、。烏悔は月ケ
瀬，三原地方で・つくられる落ち梅の爆製で，熱湯により
抽出するとすぐれた発色剤，媒染剤の酸液が得られる。
写真一6 散花(中国産)
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写真一7 鳥梅(月ケ瀬地方産)
実験方法
1.走査電子顕微鏡による織物表面の観察
日本電子製JEM100B -ASID型走資電子顕微鏡を
用い，オスミウム酸で固定した織物を銀接着剤により支
持台に固定し， Au-spuU巴rcoatingを行ったのち， 加
速電圧JOKV，701-1100，μAで試料の表面状態を観察し
Tこ:)
E 紅花の黄色ならびに紅色色素抽出液の調製
細かく磨砕した紅花餅，すり花，散花なとの紅花をそ
れぞれ0.1%の酢俊液 (紅花40g/s)で摘出 (30土2
OC， 2時間)して黄色色素を分離，除去し，十分に水洗
したのち，ひきつづきアルカリ性の炭駿カリウム液(10
g/ s， PH10.34)で紅色色素を分離 ・抽出 (30:t2 
oc， 2時間)したo
il.クロロホルムによる紅花色素の抽出法
還流冷却器を付けた三つ口フラス コ抽出装置を用い，
細かく磨砕した紅花餅，すり花，散花なとの紅花をクロ
ロホルム(紅花40g/s) lLよって抽出 (60-70UC)し，
カdラスフィノレターで浮遊物を除去して色素愉出液を調製
した。
W 紅花色素による絹糸の染色方法
染色はTaiyoIncubator M -1型 (振湯回数100
:t2回/分)を用い，下記IC示す条件で行った。
a)黄色色素の場合
色素抽出液 1・50(対絹糸)
染色混度・ 3D:!:2 oc 
染色時間 120分間
浴の PH:PH3-4
b)紅色色索の場合
色素抽出液 1 : 50 (対絹糸〉
染色温度 20士2'C
染色時間 120分間
浴の PH:PH5
V.紅花色素の染着量の測定
島津三波長/タ'ブノレビーム自記分光光度計UV-3000 
型を用い，紅花から分隊した黄色色索抽出液および紅色
色素袖ll:l液の紫外部ならびに可視部吸収スベクト ノレの極
大吸収波長とその波長における検量線を求め，残液比色
法により染色前 ・後と脱着後の吸光度を測定し，次式に
より繊維1g当りの色素の染者量および脱者量 (mg)を
求めた。なお黄色色素はサフラワーイエロ一色素換算値
で，また紅色色素はカJレタミン色索換算憾でそれぞれ示
している。
染者盈 (mg/g繊維)=C (DI-D2) /DIW 
脱者量 (mg/g繊維)=CD3/ D 1 W 
Dl:染色前の染液の吸光度
D2 :染色後の染液の吸光度
D3 :脱者後の残液の吸光度
C 染浴中の色素量 (サフラワーイエロ 一色
索またはカルタミン色索換算値mg)
W 試料の重:fil(g) 
VI.烏侮およびクエン酸による紅花色素の色止め方法
( 3 ) 
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色止め方法はTaiyoIncubalor M -1型(振盛回
数lO:!:2回/分)を用い，下記lζ示す条件で行った。
$烏梅:200g/ e (PH2.92) 
(またはクエン酸〉 ・1g/ e (PH2.84) 
処理温度 30:!: 2で(黄色色素)， 20:!: 2 
。'c(紅色色紫)
処J!I!時問 。10分間
浴比・ 1ω
烏梅は90:!:2 "Cで30分間気沸後， 16時間放置した
液の上澄液を使用した。
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希釈倍率の累なる紅花餅(黄色色索)抽出液の
可視部吸収スペクトルの特性波長曲線 (A)な
らびに同抽出液の濃度と吸光度 (8)との関係
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図-2
1 .紅花色素の性状について
まず島禄二波長/ダブルビーム自記分光光度計uv-
3000型を用い，紅花餅から分離抽出した黄色色索抽出液
および紅色色索抽出液の紫外部ならびに可視部吸収スペ
クトルの特性波長曲線および極大吸収波長における色索
濃度と吸光度との関係についてみると，図-1-41r.示
すように，まず黄色色素抽出液の紫外部吸収スペクトル
は212nm，243nm， 268nm， 290nm， 309nm， 330nm 
などIr.，また可視部吸収スペクトルでは400nmにそれぞ
れ極大吸収波長を示し，一方極大吸収波長における色素
実験結果およびその考察
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希釈倍率の異なる紅花餅(紅色色素)抽出液の
紫外部吸収スベク トJレの特性波長曲線 (A)な
らびに伺制lIl:l液の浪度と吸光度 (8)との関係
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図-3
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希釈倍率の異なる紅花餅(黄色色素)抽出液の
紫外部吸収スペクトノレの特性波長曲線 (A)な
らびに同納出液の濃度と吸光度 (8)との関係
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図ー1
- 43-
ζのように紅花餅から分離抽出した黄色色紫および紅
色色素抽出液の紫外部吸収スベクトルにおいては多くの
色素成分と頬似の特性波長曲線が認められるが，黄色色
索抽出j夜では212nml仁・また紅色色素他出液て'li355nm
lζそれぞれわずかながら特長のある色素成分の存在が明
らカ刈ζなった。
一方精製されたサフラワーイエロ一色素およびカルタ
ミン色素の可視部吸収スペクトルについてみると，図一
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希釈倍率の巽なる紅花餅(紅色色素)抽出液の
可視部吸収スペク卜ノレの特性波長曲線 CA)な
らびに同抽出液の濃度と吸光度 (B)との関係
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希釈倍率の異なる紅花餅クロロホJレム他出液の
紫外部吸収スペク トノレの特性波長曲線 (A)な
らびに同抽出液の浪度と吸光度 CB)との関係
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図-6
濃度と吸泡度との闘には直線的な比例関係を示すζとが
認められる。
同様lζ紅色色素泊出液についてみると紫外部吸収スペ
クトノレで、は244nm，268nm， 290nm， 30!Jnm， 330nm， 
355nmなと1ζ，また可視部吸収スペクトルでは516nmに
それぞれ絹大吸収波長を示し，一方板大吸収波長におけ
る色索、濃度と吸光度との聞には直線的な比例関係を示す
乙とが認められる。
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サフラワー・イエロ一色素 C1 )およびカノレタミン色素(I )の検量線
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希釈倍率の異なる散花クロロホルム抽出液の紫
外部吸収スペクトノレの特性波長曲線(A)なら
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希釈倍率の異なるすり花クロロホルム抽出液の
紫外部吸収スペクトノレの特性波長曲線 (A)な
らびに同摘出液の濃度と吸光度 (B)との関係
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長における色濃濃度と吸光度との聞にはいす.れも直線的
な比例関係を示す乙とが認められる。
乙のように紅花餅，すり花および中国産車工花などの色
素原料においては含有される色素成分にほとんど差異が
認められないため以下の実験では黄色色素および紅色色
索を分離抽出しやすい紅花餅を使用した。
1.紅花色素の抽出について
紅花から黄色色素および紅色色紫を分離抽出する方法・
については従来から多量の水で水溶性の黄色色素を除去
したのち，アルカリで紅色色素を州出する技法が示され
ているが，黄色色索の除去が不完全になりアルカリ抽出
する紅色色素に含まれやすくなる欠点がある。
そ乙で本実験では黄色色素の分離抽出について検討し
た結果.0.17杉酢酸水溶液 (PH3.92)を用い.30:t 2 
ocで抽出する方法K改良した。
そ乙でまず紅花餅を用い.0.1%の酢酸水溶液による
抽出液中の黄色色素濃度と抽出時間との関係についてみ
ると，図 91L示すように，短時間刷出で液中の色索B
が急激に増加するが.t山山時間100-120分間以上では
色索侃の培加の割合が少なくなる傾向が認められる。
( 6 ) 
51C示すように，サフラワーイエロ一色素で'li403nmIC.
またカルタミン色紫では517nmにそれぞれ厳大吸収波長
を示し，極大吸収波長における色梁濃度と吸光度との聞
にはいずれも直線的な比例関係を示すζとが認められる。
乙のように紅花餅から分総抽出した黄色色紫抽出液は
サフラワーイエロ一色素水溶液IC.また紅色色素抽出液
はカルタミン色素水溶液lζそれぞれほぼ一致する極大吸
収波長を示す乙とが認められる。
したがって以下の実験では黄色色業は400nmで，また
紅色色素は516nmでーそれぞれ比色定鼠し，本検量線を用
いて各色素の染若量をr.t山した。
つぎに紅花餅，すり花および中国産紅花(散花)のク
ロロホルム他出液の紫外部吸収スペクトルの特性波長幽
線および極大吸収波長における色紫濃度と吸光度との関
係についてみると，図-6-81ζ示すように，紅花餅で
は260nm.267nm. 274nm. 294nm. 314nm. 335nm. 
354nm.359nmlζ，すり花では260nm.275nm. 294nm. 
314nm. 335nm. 354nm. 359nmlζ，また中国産紅花で
は258nm.264nm. 275nm. 313nm. 335nm. 352nm. 
359nmlζそれぞ.れ極大吸収波長を示し.一方極大吸収彼
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図一1 紅花餅抽出液のPHが絹に対する鈍色(I )ならびに紅色 (n)色索の染J守鼠に
およぼす影響
したがって以下の実験では黄色色系の他出時間を120 なお紅色色系仙:Ll液による紛の染色においては色系の
分mJと一定にした。 発色PH (~I 12)を考慮すると染(i)のPHは5付近を
またiI.色色素他山後の紅花餅を用い， 1 %の炭酸カリ 選定するのが適当と思われる。
ウム将軍波 (PHI0.34)による納出液中の紅色色素濃度
と抽:1I時間との関係についてみると. ~J 101ζ示すよう
に，紅色色素では上3己貸色色ぷの場合iζ比し，抽出しに
くく他山時間を培すにつれて色素呈が附加する傾向が認
められる。紅色色素は不安定な性質を有するため，以下
の実験ではtlh:H時聞を一応120分間と一定にした。
il.紅花色素による絹の染色について
まず紅花色系抽出j夜のPIが絹lζ対する色系の染着lと
およぽす影響についてみると，図 11ζ示すように，サ
フラワーイエロ一色ぷを主成分とする鈍色色系抽出液で
はPH3付近で，またカJレタミン色系を主成分とする紅
色色~11I111.1液で‘はPH4 -5付近でそれぞれ必い染着鼠
10 
????
E二 O~
?
??
。
~50 白川 550 “同
lJ1i !時 (111)
を示すが.染浴のPIIが紛の等電点(約1'115)以上で 図ー12 P Hの異なる紅花餅(紅色色素〉抽出液の司視
部吸収スペクトノレの特性波長曲線はいずれも著しく低い染必mを示す傾向が必められる。
( 7 ) 
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つぎに紅花色素抽出液の染色温度が絹iζ対する色索の でそれぞれ鐙も高い染者1il:を示す乙とが認められる。
染着におよぼす影響についてみると，図ー131C示すよう つぎに染色時聞が絹に対する紅花色索の染着量におょ
に.PH 3 IC調整した黄色色素抽出液では30.C付近で，ます員長轡についてみると，図ー141C示すように，黄色色
またPH5付近に調整した紅色色紫抽出液では20.C付近 紫および紅色色素摘出液ではいずれも短時間染色で急激
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図-13 紅花餅tal臼液による染色温度が絹に対する黄色(1 )ならびに紅色 (n)色紫の
染色量におよぼす影響
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図ー14 紅花餅揃出液の染色時聞が絡に対する黄色(1 )ならびに紅色(1I )色素の染務
量におよlます影響
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図ー15 紹 E餅仙t!:l液 (40g/f)の色素濃度が絹iζ対する黄色(1)はらびに紅色(1I)
色紫の染在日におよぼす影轡
(8 ) 
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fC染dfilを増し， 90-120分間以上でほぼ一定の染者扱 液においても染色凶数K伴って染必寸立が噌大し，濃色染
を示す傾向が認められる。 めが可能となるが，染色回数に「ドう各色素の染~"'("1の地
また紅花色索抽出液中の黄色ならびに赤色色素濃度が 加の割合は少なくなる。
絹IC:対する染者益IC:およlます影響についてみると，図ー 紅花色素による絹の染色においては通常含有l_.tの少な
15， 16に示すように，まず黄色色索では染浴中の色素濃 い，紅色色素が主として使間されるが，多量に含まれる
度を地すと，染者量は一般に直線的な比例関係をもって 黄色色素の周途はきわめて少ない。
明大するが，紅花餅の使用f訟を著しく憎した愉l1l液(紅 したがって紅花の紅色色系による絹の濃色染めでは紅
花餅200g/e)による染色では色素のflHI¥効本が低下し， イE餅の使用:Iilを地す染法よりも遡濃度の色素tllHJ液 (紅
また色素以外の他成分濃度が士視すため染必位の僧加の害IJ 花餅20-40g/e) Iζよる反復決色を行うのがきわめて
合は少なくなる。-)]，色系会有量の少ない紅色色索で 釘効と思われる。
，;t黄色色J去に比し，染者低がt直線的な比例関係をもって W 烏侮ならびにクエン酸による紅花色素の色止め効果
t削日する。しかし紅花餅の使用量を著しく閉した納出液 について
による染色では色素濃度のtfl加に伴う染者憶の略'加の書IJ 紅花餅から分自1t・抽出した鈍色ならびに紅色色決抽出
合が少なくなる。 i夜を用い，規定条件下で染色した絹の烏絡ならびにクエ
つぎに紅花餅の黄色ならびに紅色色素抽出液を用い， ン敏(烏締州出}夜の主成分)による色止め効果について
現行法とらl綴，反復染色が絹の染者祉におよほす影響に みると，表一 1.2 Iζ示すように，黄色色素では紅色色
ついてみると ，凶ー171C:示すように，いずれの色素結l出 ぷK比し，ぬ将祉が多く，脱.?'i-1i1も多くなるが.烏悔な
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図ー16 紅花餅抽出液 (200g/f)の色素劇交が紛IC:対する黄色(I )ならびに紅色(n) 
色*の染着量におよlます影響
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図一17 紅花餅他出液の染色回数が絹iζ対する黄色(I )ならびに紅色(日)色索の染者
i誌におよぽす影縛
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表-1 紅花餅への黄色色素抽出液で
染色した絹糸の色止め効果
処理剤 染/着9最(.9 (脱1l9/着g鑑
烏 梅 7.3 1.0 
クエン酸 7.2 1.2 
7.0 2.1 
表-2 紅花餅への紅色色紫抽出液で
染色した絹糸の色止め効果
染色
処理剤 染119/着繊g維量) 脱1.9/者繊g維量) 
回数
烏 悔 4.5 0.1 
クエン酸 4. 5 0.1 
4. 4 O. 2 
，鳥 酸 8. 0 O. 0 
2 クエン酸 8. 1 0.1 
8. 2 
，烏 梅 10.6 0.1 
3 クエン酸 10.7 O. 2 
1 1.1 O. 4 
らびにクエン酸による色止め効果すなわち色素の脱落が
かなり少なくなる。また鳥梅抽出液による処理ではクエ
ン駿液iζ比し，色素の脱落が少なくなり，わずかIL高い
色止め効果を示すζとが認められる。
紅色色素では染色回数を地すにつれてわずかに脱者量
が多くなる傾向が認められるが，一般に黄色色紫に比し，
色采の脱落が幸子しく少なく，また烏悔ならびにクエン般
による色止め効果も認められる。
一方，紅色色素抽出液で染色した絹の色止め処理ては
弱敏性の鳥梅による後処恕で紅染め特有のすぐれた色彩
効果が認められる。
(10) 
以上のように，カルタミン色紫を主成分とする紅花色
素による絹の紅染めκおいては通常の化学染料と異なり .
優雅な色調とすぐれた風合いをもっ特徴を有するが，サ
フラワーイエロ一色素を主成分とする黄色色索の分離 ・
抽出法，濃色染めの染法および烏梅(クエン酸をはじめ
酒石敏.リンゴ綾などの線維な成分を含む)による色止
め効果については今後さらに検討する余地が銭されてい
る。
総 指
山形県米沢地方で生産される紅花紬は紅染め本来の柔
かい優雅な色調をもっ手織りの絹の紬織物で，紅花餅iζ
含まれる紅色色素(カ Jレタミン色紫)，黄色色素(サフ
ラワーイエロ一色素)，紅色 ・黄色混合色素(権色)と
藍色色紫(すくも藍のインジコ系色素)，薄茶色色紫
(胡桃，薬の果皮，悔の樹併などのタンニン系色紫)の
組み合わせおよび重ね染めによる縞柄.格子柄，縞柄風
ぼかし柄などを特徴としている。
本研究では紅花色素で染色される綿製品の消費性能を
高めることを目的として紅花の紅色色索および黄色色紫
による絹の染色性や古くから伝わる烏梅Kよる色止めお
よび色彩効果についても合わせ検討した。
1 )紅花餅から分離・抽出した黄色ならびに紅色色業
抽出液を用い，紫外部吸収スペクトルの特性波長曲線を
求めると，黄色色素ーでは212nm，243nm， 268nm， 
290nm， 309nm， 330nm1C，また紅色色素で1ま244nm，
268nm， 290nm. 309nm， 330nm， 355nmにそれぞれ根
大吸収波長を示し，色紫濃度と吸光度との聞には直線的
な比例関係を示す乙とが認められる。また同織に可視部
吸収スペク卜 Jレの特性波長曲線についてみると，黄色色
素では4∞nmlL.紅色色梁では516nmlζそれぞれ極大吸
収波長を示し.色素濃度と吸光度との聞にはいずれも直
線的な比例関係を示す乙とが認められる。
2 )精製されたサフラワーイエロ一色素(黄色色素抽出
液の主成分)およびカルタ ミン色濃(紅色色素地出液の
主成分)の可侵部吸収スペクトルの特性波長幽線iζつい
てみると，サフラワーイエロ一色素では403nmIL，また
カJレタミン色議では517nmにそれぞれ極大吸収波長を示
し，紅花餅からの分離 ・他出液とほぼ一致する結果が得
られる。また傾大吸収波長と吸光度との問にはいずれも
直線的な比例関係を示すことが認められる。したがって
本研究では黄色色素は400nmで， また紅色色紫では516
nmでそれぞれ比色定量し，本検母線を用いて各色素の染
着i立をn出した。
3 )紅花餅，すり花(山形県長上地方産)および散花
皆川他:絹の染色iζ関する研究
(中国産紅花)のクロロホJレム抽出液を用い，紫外部吸
収スペクトルの特性波長曲線を求めると，原料開の差異
はほとんどなく，いずれも260nm，275nm， 294nm， 
314nm，354nm， 359nmK極大吸収波長を示し，色紫濃
度と吸光度との聞には直線的な比例関係を示す乙とが認
められる。
4)紅染めに大きな関連を有する紅花餅からの黄色色
素の分離 ・抽出法としては0.1%酢酸溶液 (PH3.92)
による30士2"C， 2時間の抽出条件を考案し，また紅色
色素の抽出では黄色色索抽出後の紅花餅から 1~制炭酸カ
リウム溶液 (PH10.34)による30士 2"C， 2時間の抽
出条件を採用した。
5 )紅花餅から分離・抽出した黄色ならびiζ紅色色素
抽出液による絹の染色についてみると，黄色色素ではPH
3付近，また紅色色素ではPH5付近， 20-30'(， 90-
120分間の染色条件下で一般に高い染者母を示すが，さ
らに濃色染めを必要とする湯合には適濃度の色紫抽出液
(紅花餅20-40g/e)による反復染色を行うのがきわ
めて有効と恩われる。
6 )烏梅ならびにクエン酸による紅花色素ーの色止め効
果についてみると，黄色ならびに紅色色素ではともにか
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なりの色止め効果が認められ，また紅色色素ではさらに
紅染め特有のすぐれた色彩効果も認められる。
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Summary 
In the present study， with the object of improving the color fastness of silk fabrics， attention was fixed on the dyeing 
of hand spun silk fa brics by safflower colors which have inferior color fastness. 
By using a low temperature extract and a ch1oroform extract of safflower， the specific wave length of ultraviolet 
absorption spectrum was studied， and it was found that the 10w temperature extract of safflower in every concentra-
tion revealed maximum absorption in 212nm， 244nm， 268nm， 290nm， 309nm， 330nm and 3S5nm. 
A visible absorption spectrum study was made on the extracts， and as a result maximum absorption wave lengths 
were found， respective1y， at400nm for safflower yellow and 516nm for carthamin. A1so， a linear relation was noted 
between color concentra tion and optical density. 
In the dyeing of silk fiber by safflower coloring matters， itwas found that the highest exhaustion was obtained 
when the dy巴 bathshowed the folowing conditions: dye bath pH3(safflower yellow) and pHS(carthamin)， dyeing 
temperature 20-30oC， and dyeing time 90-120min. 
In the dyeing of silk fibers by safflower colors， a superior color fixing effect is producted by a smoked plum or 
citric acid concentration of over 0.1 %. 
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